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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
腎
臓
病
協
議
会

第
１８
回
総
会
は
、
６
月
４
日
（
日
）

１３
時
よ
り
東
京
都
障
害
者
福
祉
会
館

に
て
対
面
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
て
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
会
場
（
対
面
）
に
は
２５
名

Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
は
５
名
で
総
勢
３０
名
の

参
加
と
な
り
ま
し
た
。
正
会
員
数
は

出
席
１６
名
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
含
む
）、
議

決
権
行
使
書
数
は
２４
と
な
り
、
過
半

数
を
超
し
て
お
り
総
会
は
成
立
し
ま

し
た
。

総
会
は
司
会
の
丸
山
春
良
理
事
の

進
行
で
始
ま
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の

ご
冥
福
を
祈
り
黙
禱
を
捧
げ
ま
し
た
。

戸
倉
振
一
会
長
挨
拶

会
場
の
皆
さ
ん
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
参

加
の
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
本

日
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
腎
臓
病
協

議
会
第
１８
回
総
会
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
よ
り
、
皆
さ
ん
が
集
ま
っ
て
の

活
動
が
３
年
以
上
で
き
な
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
し
た
が
、
５
月
８
日
か

ら
感
染
症
法
の
位
置
付
け
が
５
類
と

な
り
、
通
常
の
医
療
体
制
に
向
け
て

段
階
的
に
移
行
し
て
い
き
ま
す
が
、

感
染
力
な
ど
の
性
質
が
変
わ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
の
感
染
対
策
を
行
い
な
が
ら

に
な
り
ま
す
が
、
今
年
度
は
コ
ロ
ナ

前
の
活
動
に
戻
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
組
織
の
状
況
で
す
が
、
２

０
０
２
年
に
は
、
７
，
０
０
０
人
を

超
え
た
会
員
も
、
そ
れ
以
降
は
、
長

期
透
析
に
よ
る
合
併
症
や
、
高
齢
化

に
よ
り
、
患
者
会
を
担
う
役
員
の
な

り
手
が
少
な
く
な
る
な
か
、
何
度
か

会
員
拡
大
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
会
員
の
減

少
が
続
き
、
昨
年
度
末
で
の
会
員
数

は
約
１
６
０
０
人
を
切
っ
て
し
ま
い
、

会
費
収
入
の
減
少
に
よ
り
、
運
営
の

さ
ら
な
る
見
直
し
の
必
要
に
迫
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
な
か
で
す
が
、
透
析

医
療
に
対
す
る
助
成
制
度
を
今
後
も

維
持
し
て
い
く
こ
と
や
、
透
析
医
療

の
質
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
、
透
析

患
者
の
超
高
齢
化
に
よ
る
新
た
な
課

題
、
透
析
か
ら
離
脱
す
る
た
め
の
臓

器
移
植
の
推
進
や
、
昨
年
の
記
念
講

演
で
お
話
の
あ
っ
た
異
種
腎
臓
再
生

医
療
も
近
い
将
来
実
現
の
可
能
性
が

あ
る
と
の
こ
と
で
、
こ
う
い
っ
た
医

療
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
な
活
動
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
の
た
め
国
や

特
定
非
営
利

活
動
法
人

東
京
腎
臓
病
協
議
会
第
１8
回
総
会

司会

戸倉会長

議決権行使書 賛成 反対

第１号議案 ４０名 ０名

第２号議案 ４０名 ０名

第３号議案 ４０名 ０名

総会の議決数 ５９名

出席正会員数 １６名

議決権行使書 ２４名

総会議決数 ４０名 ／５９名

総会全景
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都
へ
の
要
望
活
動
や
、
関
係
団
体
と

協
力
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、
全
腎

協
や
東
腎
協
は
存
続
さ
せ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
医

療
者
と
患
者
が
協
働
し
て
、
よ
い
透

析
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
ご
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議長

次
に
、
議
長
に
古
暮
宏
正
会
員　

（
腎
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
世
田
谷
患
者

会
）・
野
口
忠
男
正
会
員
（
清
湘
会

記
念
病
院
腎
友
会
）
が
選
出
さ
れ
、

議
事
録
署
名
人
を
三
好
か
お
り
正
会

員
（
高
松
医
院
腎
友
会
）・
岡
田
和

友
正
会
員
（
平
山
腎
友
会
）
の
２
名

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

定
款
３０
条
「
本
総
会
の
議
事
の
結
果

を
議
事
録
に
記
録
し
、
確
認
す
る
議

事
録
署
名
人
を
２
名
選
出
す
る
」

第
一
号
議
案

第
一
号
議
案

２
０
２
２
年
度
事
業
報
告

板
橋
俊
司
事
務
局
長
よ
り
報
告
（
議

案
集
１
～
６
頁
）

２
０
２
２
年
度
収
支
報
告

三
好
か
お
り
財
務
担
当
理
事
よ
り
報

告
（
議
案
集
１１
～
１２
頁
）

２
０
２
２
年
度
監
査
報
告

梅
原
秀
孝
監
事
が
入
院
中
に
よ
り
須

賀
晴
美
副
会
長
が
報
告
（
議
案
集
１４

頁
）

議
長　

以
上
が
第
一
号
議
案
の
ご
報
告

・
ご
提
案
で
す
。
採
決
の
結
果
、
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
号
議
案

第
二
号
議
案

２
０
２
３
年
度
事
業
計
画
（
案
）

戸
倉
振
一
会
長
よ
り
提
案
（
議
案
集

７
～
１０
頁
）

２
０
２
３
年
度
予
算
（
案
）

戸
倉
振
一
会
長
よ
り
報
告
（
議
案
集

１３
頁
）

議
長　

以
上
が
第
二
号
議
案
の
ご
報
告

・
ご
提
案
で
す
。
採
決
の
結
果
、
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
号
議
案

第
三
号
議
案

２
０
２
３
年
度
役
員
選
出

須
賀
春
美
役
員
選
考
委
員
長
よ
り
新

理
事
・
退
任
理
事
の
提
案

須賀理事

議
長　

以
上
が
第
三
号
議
案
の
提
案
で

す
。
採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

三好理事 板橋事務局長
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文
書
発
言

　

東
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
桑
の
実
会　

�
�

木
村　

凱
昭

「
と
う
じ
ん
き
ょ
う
」
№
２
４
０

号
冬
号
の
記
事
、「
腎
臓
再
生
医
療

の
現
状
と
展
望
の
記
事
」
は
大
変
興

味
深
く
詠
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

２
０
０
６
年
に
山
中
教
授
に
よ
っ

て
開
発
さ
れ
た
技
術
、
Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

は
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
お
り
、

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
患
者

に
と
っ
て
夢
の
よ
う
な
話
で
あ
り
ま

し
た
。

人
工
腎
臓
の
完
成
は
分
野
は
異
な

り
ま
し
た
が
、
自
分
の
過
去
の
２
つ

の
経
験
か
ら
１０
年
後
に
は
人
工
腎
臓

が
完
成
す
る
も
の
と
期
待
し
て
ま
し

た
。
し
か
し
、
人
工
腎
臓
の
完
成
は

通
常
の
開
発
期
間
で
完
成
す
る
よ
う

な
対
象
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

横
尾
隆
教
授
雄
は
初
め
か
ら
す
べ

て
の
腎
機
能
を
有
す
る
人
工
腎
臓
を

開
発
す
る
の
で
は
な
く
、
機
能
分
担

し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
型
の
人
工
腎
臓

を
実
現
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

は
実
用
的
な
意
味
で
大
変
有
効
で
あ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
現
在
は
マ
イ

ク
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
が
大

き
く
進
歩
し
て
お
り
こ
れ
か
ら
の
技

術
を
導
入
す
る
事
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

型
人
工
腎
臓
の
実
現
に
寄
与
す
る
の

で
は
な
い
か
と
愚
考
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
腎
透
技
術
が
色
々
な
技
術

の
寄
せ
集
め
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
少
し
で
も
単
純
な
技
術
の

寄
せ
集
め
で
も
人
工
腎
臓
が
早
期
に

実
現
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
日
本
の
大
学
の
多
く
の
研

究
室
が
研
究
資
金
の
不
足
に
悩
ま
さ

れ
て
お
り
ま
す
。（
小
生
自
身
、
メ

ー
カ
ー
で
将
来
有
望
と
思
わ
れ
る
大

学
の
研
究
室
に
返
済
義
務
の
な
い
、

ひ
も
付
き
に
し
な
い
寄
付
を
行
っ
て

居
ま
し
た
）
患
者
会
で
も
寄
付
が
出

来
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

�

（
板
橋
事
務
局
長
よ
り
代
読
）

議
長　

以
上
を
も
ち
ま
し
て
第
１８
回
総

会
の
す
べ
て
の
議
事
を
終
了
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
て
、
議
長
を
解
任
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

閉
会
挨
拶�

副
会
長　

横
溝
久
美
子

こ
の
度
副
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

横溝副会長

さ
て
、
２
０
２
３
年
度
、
第
１８
回

総
会
は
無
事
に
全
て
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
皆
様
の
お
陰
と
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
活
動
方

針
に
基
づ
き
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
た
だ
い

ま
ご
紹
介
に
預
か
り
ま
し
た
だ
れ
で

も
受
け
ら
れ
る
透
析
」
を
衰
退
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
そ
し
て
皆
様
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
、
力
を
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
閉
会
の

挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

会　

長　
　
　

戸
倉　

振
一　
（
再
）

副
会
長　
　
　

古
暮　

宏　
　
（
再
）

　

同　
　
　
　

酒
井　

豊　
　
（
再
）

　

同　
　
　
　

須
賀　

春
美　
（
再
）

　

同　
　
　
　

横
溝　

久
美
子（
新
）

事
務
局
長　
　

板
橋　

俊
司　
（
再
）

同　

次
長　
　

三
好　

か
お
り（
再
）

理　

事　
　
　

松
本　

茂
利　
（
再
）

　
　
　
　
　
　

丸
山　

春
良　
（
再
）

　
　
　
　
　
　

依
田　

滋　
　
（
新
）

　
　
　
　
　
　

金
井　

信
憲　
（
再
）

　
　
　
　
　
　

野
口　

忠
男　
（
再
）

　
　
　
　
　
　

成
田　

哲
也　
（
再
）

　
　
　
　
　
　

大
友　

晴
雄　
（
再
）

　
　
　
　
　
　

井
上　

隆
臣　
（
新
）

　
　
　
　
　
　

岡
田　

和
友　
（
再
）

　
　
　
　
　
　

小
林　

正
和　
（
再
）

　
　
　
　
　
　

須
藤　

幸
子　
（
新
）

　
　
　
　
　
　

清
水　

陽
介　
（
元
）

全
腎
協
理
事　

戸
倉　

振
一　
（
再
）

同　
　

理
事　

板
橋　

俊
司　
（
再
）

同
社
員
代
表　

酒
井　

豊　
　
（
再
）

東
難
連
理
事　

古
暮　

宏　
　
（
新
）

東
腎
協
ブ
ロ
ッ
ク
長

　
　

２３
区　
　

古
暮　

宏　
　
（
新
）

　
　

多
摩　
　

横
溝　

久
美
子（
新
）

　

監　

事　
　

梅
原　

秀
孝　
（
再
）

監　

事　
　

村
越　

京
子　
（
新
）

同
相
談
役　

金
子　

智　
　
（
再
）
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２０２3・24年度東腎協理事・監事一覧

会長（留任）
戸倉　振一
全腎協常務理事
災害対策委員長
（２３区ブロック）

筆頭副会長（留任）
古暮　宏
政策行政委員長
QOL向上委員会
（２３区ブロック長）

副会長（留任）
酒井　豊
全腎協社員代表
予算委員長
（２３区ブロック）

副会長（新任）
横溝　久美子
（多摩ブロック長）

副会長（留任）
須賀　春美
総務委員長
（２３区ブロック）

事務局長（留任）
板橋　俊司
全腎協理事、事務局長
広報委員長
（多摩ブロック）

事務局次長（留任）
三好　かおり
財務、組織担当
（２３区ブロック）

理事（留任）
小林　正和
青年部長
（多摩ブロック）

理事（留任）
岡田　和友
（多摩ブロック）

理事（留任）
大友　晴雄
（２３区ブロック）

理事（留任）
金井　信憲
（２３区ブロック）

理事（留任）
野口　忠男
（２３区ブロック）

理事（留任）
成田　哲也
（２３区ブロック）

理事（留任）
松本　茂利
（２３区ブロック）

理事（留任）
丸山　春良
（２３区ブロック）

理事（新任）
依田　滋
（２３区ブロック）

理事（新任）
井上　隆臣
（２３区ブロック）

理事（新任）
清水　陽介
（多摩ブロック）

理事（新任）
須藤　幸子
（多摩ブロック）

監事（留任）
梅原　秀孝

監事（新任）
村越　京子
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全
腎
協�

�

第
１０
回
定
時
社
員
総
会

６
月
２４
日（
土
）～
２５
日（
日
）

�

ア
ワ
ー
ズ
イ
ン
阪
急
シ
ン

グ
ル
館

６
月
２４
日
～
２５
日
（
日
）
全
腎

協
第
１０
回
定
時
社
員
総
会
が
対
面

式
で
開
催
さ
れ
た
。

出
席
正
会
員
：
３７
名
、
理
事
１４
名

（
１８
名
）、
監
事
１
名
（
２
名
）

議　

事

Ⅰ
．
審
議
事
項

第
１
号
議
案

２
０
２
２
年
度
事
業
報
告
（
案
）：

承
認

第
２
号
議
案

２
０
２
２
年
度
決
算
報
告
・
監
査

報
告
（
案
）：
承
認

第
３
号
議
案

第
６
期
（
２
０
２
３
．
２
０
２
４

年
度
）
役
員
の
選
出
に
つ
い
て

役
員
候
補
者
：
理
事
１６
名
、
監
事

２
名　

承
認

第
４
号
議
案

役
員
退
任
慰
労
金
に
つ
い
て　

承

認Ⅲ　

報
告
事
項

１
．
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
報
告

２
．
事
務
局
報
告

２
０
２
２
年
度
事
業
報
告
を
も

っ
て
事
務
局
報
告
に
代
え
る
。

３
．
各
委
員
会
報
告（
各
委
員
長
）

【
改
正
規
定
】（
２
０
２
２
月
６

月
１９
日
〜
２
０
２
３
月
６
月
１０
日

に
改
定
し
た
も
の
）

災
害
対
策
規
定

全
腎
協
事
務
局
が
被
災
し
た
場

合
の
災
害
対
策
本
部
は
設
置
の
加

盟
組
織
等
を
指
定
せ
ず
、
状
況
に

応
じ
て
適
切
な
場
所
に
設
置
す
る

こ
と
し
た
。

災
害
見
舞
金
規
定

被
害
認
定
に
つ
い
て
国
の
定
め

に
準
ず
る
よ
う
に
改
正
、
災
害
対

策
委
員
長
が
災
害
対
策
委
員
会
に

諮
っ
て
支
給
決
定
す
る
こ
と
に
交

付
事
務
の
迅
速
化
を
図
っ
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
担
当
理
事
の
役
割
と

権
限
を
定
め
る
規
程
（
２
０
２
２

年
１２
月
１０
日
適
用
）

全
腎
協�

�

第
２６
回
臨
時
理
事
会

　
　

  

６
月
２５
日
（
日
）

�

ア
ワ
ー
ズ
イ
ン
阪
急

６
月
２５
日
（
日
）
全
腎
協
第
２６

回
臨
時
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
２

０
２
３
・
２４
年
度
の
業
務
執
行
役

員
を
選
出
し
た
。

議
事

Ⅰ
．
審
議
事
項

第
１
号
議
案

第
６
期
（
２
０
２
３
・
２
０
２
４

年
度
）
役
員
体
制
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

副
会
長
の
順
位
の
件
に
つ
い
て

２
０
２
３
年
度

全
腎
協
役
員
体
制

会　

長　
　

池
田　

充

副
会
長　
　

玉
置　

幸
利

�

（
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
）

副
会
長　
　

河
野　

和
博

�

（
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
）

専
務
理
事　

宮
本　

陽
子

�

（
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
）

常
務
理
事　

戸
倉　

振
一

�

（
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
）

業
務
執
行
理
事　

加
藤　

政
雄

�（
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
）

事
務
局
長
・
理
事　

板
橋　

俊
司

理　
　

事　

山
田　

富
士
雄

�

（
北
越
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
）

理　
　

事　

大
屋　

竜
二

�

（
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
）

理　
　

事　

出
森　

幸
一

�

（
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
）
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理　
　

事　

島
崎　

至

理　
　

事　

下
前　

君
夫

理　
　

事　

末
綱　

広
輝

理　
　

事　

原　

薫

理　
　

事　

向
田　

一
郎

理　
　

事　

山
本　

富
士
夫

監　
　

事　

藤
田　

裕

監　
　

事　

長
谷
川　

裕

組
織
対
策
委
員
長�

加
藤
政
雄

通
院
介
護
委
員
長�

河
野
和
博

社
会
保
障
委
員
長�

宮
本
陽
子

災
害
対
策
委
員
長�

玉
置
幸
利

青
年
委
員
長�

宮
本
陽
子

広
報
委
員
長�

河
野
和
博

中
長
期
運
営
検
討
委
員
長

�

戸
倉
振
一

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
長

�

山
田
富
士
雄

他
団
体
担
当

日
本
難
病
・
疾
病
団
体
協
議
会

（
Ｊ
Ｐ
Ａ
）
担
当�

戸
倉
振
一

日
本
障
害
者
協
議
会

（
Ｊ
Ｄ
）
担
当�

　

出
森
幸
一

日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
Ｊ
Ｏ
Ｔ
）
担
当�

玉
置
幸
利

透
析
研
究
会
担
当�

戸
倉
振
一

経
理
担
当
理
事�

宮
本
陽
子

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク�

�

正
会
員
会
議

�

７
月
９
日
（
日
）

�

立
川
ア
イ
ム

７
月
９
日
（
日
）
立
川
市
女
性

総
合
セ
ン
タ
ー
ア
イ
ム
で
正
会
員

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

患
者
会
か
ら
は
、
東
町
ク
リ
ニ

ッ
ク
桑
の
実
会
（
木
村
）、
永
山

腎
友
会
（
野
口
）、
き
よ
せ
旭
が

丘
記
念
病
院
腎
友
会
（
山
下
）、

村
上
医
院
ひ
ま
わ
り
会
（
堀
）
の

４
名
、
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
全
理
事
６

名
の
計
１０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

板
橋
事
務
局
長
よ
り
東
腎
協
の

現
状
と
総
会
の
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
２
０

２
２
年
度
は

コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
の
東
腎

協
結
成
５０
周

年
記
念
大
会

を
開
催
、

「
５０
年
誌
あ

ゆ
み
」・「
会

員
実
態
調
査
」
等
を
作
成
、
患
者

へ
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
臓
器
移
植
普
及
及
推

進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」、「
都
民
の
集

い
」
等
の
社
会
貢
献
活
動
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
同
時
に
対
面
式
と

オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
で
き
る
体
制

へ
と
、
こ
れ
に
よ
り
コ
ロ
ナ
感
染

リ
ス
ク
を
減
ら
し
、
会
員
が
自
宅

で
も
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
利
用
し
て
参
加
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
会
員
数
に
つ
い
て
、
会

員
・
役
員
の
高
齢
化
を
背
景
に
患

者
会
の
存
続
が
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

次
に
横
溝
ブ
ロ
ッ
ク
長
よ
り
理

事
紹
介
、
続
い
て
、
正
会
員
、
理

事
か
ら
患
者
会
の
活
動
等
に
つ
い

て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に

は①�
高
齢
化
に
よ
る
会
員
減
少
が
止

ま
ら
な
い
。

②�

新
規
会
員
獲
得
が
で
き
な
い
。

施
策
が
講
じ
ら
れ
な
い
。

③�

施
設
環
境
の
問
題
と
し
て
、
会

話
す
る
場
所
の
確
保
、
送
迎
車

運
行
ル
ー
ト
・
時
間
帯
等
。

４
年
ぶ
り
の
正
会
員
会
議
で
し

た
が
、
患
者
会
の
実
情
が
交
流
出

来
て
有
意
義
な
会
合
で
し
た
。

２３
区
ブ
ロ
ッ
ク�

�

学
習
会
・
交
流
会

　
　

  

７
月
９
日
（
日
）

�

タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀

７
月
９
日
（
日
）
午
後
１
時
間

３０
分
よ
り
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀
４

階
の
会
議
室
に
て
第
一
部
の
学
習

会
と
第
二
部
の
交
流
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
は
理
事
と
講
演

の
先
生
を
含
め
て
２４
名
で
し
た
。

第
一
部
の
講

演
は
東
邦
大
学

医
療
セ
ン
タ
ー

大
橋
病
院
臨
床

工
学
士
で
あ
り

都
透
析
医
会
災

害
対
策
委
員
長

の
岡
本
裕
美
先

生
に
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
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対
策
と
災
害
透
析
医
療
の
動
向
」

と
題
し
て
災
害
時
に
は
自
助
・
共

助
・
公
助
大
切
。
現
状
で
は
そ
の

割
合
が
７
：
３
：
１
だ
が
自
助
を

減
ら
し
共
助
・
公
助
を
増
や
し
た

い
。
５
：
３
：
２
に
し
て
い
き
た

い
。
皆
さ
ん
も
災
害
の
ス
イ
ッ
チ

を
入
れ
て
欲
し
い
、
ド
ラ
イ
ウ
ェ

イ
ト
の
把
握
を
。
約
１
時
間
話
し

て
頂
き
ま
し
た
。（
講
演
内
容
は

次
号
に
掲
載
予
定
）

第
二
部
の
交
流
会
は
正
会
員
さ

ん
、
個
人
会
員
さ
ん
が
現
状
・
悩

み
・
要
望
等
を
話
し
ま
し
た
。
役

員
の
高
齢
化
も
あ
り
、
な
り
手
が

い
な
い
。
コ
ロ
ナ
過
で
会
話
が
減

り
交
流
が
出
来
な
く
会
員
も
減
っ

て
い
る
。
新
し
い
人
に
声
掛
け
を

し
て
勧
誘
を
し
て
い
き
た
い
。
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー

制
度
を
活
用

し
て
次
の
人

材
を
育
成
し

て
い
く
の
も

大
切
で
は
。

情
報
を
機
関

誌
・
歩
こ
う

会
で
得
て
い
る
。
等
、
色
々
と
話

が
あ
り
ま
し
た
。

講
師
の
岡
本
先
生
も
お
一
人
お

一
人
の
話
を
最
後
ま
で
聞
い
て
い

ま
し
た
。

第
９８
回
全
腎
協�

�

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

�

７
月
１６
日
（
日
）
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

７
月
１６
日
（
日
）
第
９８
回
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。東

京
、
神
奈
川
、
千
葉
、
埼
玉
、

茨
城
、
栃
木
、
群
馬
、
長
野
、
山

梨
の
９
都
県
か
ら
１９
名
、
全
腎
協

２
名
の
２１
名
が
参
加
し
た
。
東
京

か
ら
は
、
酒
井
副
会
長
、
三
好
事

務
局
次
長
、
須
藤
理
事
、
金
子
相

談
役
の
４
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

□
議　
　

題

○
全
腎
協
報
告
（
第
１０
回
定
時
社

員
総
会
、
臨
時
理
事
会
）
報
告

○
２
０
２
３
年
度
全
腎
協
会
員
拡

大
月
間
に
つ
い
て

○
各
都
県
か
ら
の
活
動
報
告

○
全
腎
協
へ
の
意
見
・
質
問
等

○
今
年
度
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
予
算

と
次
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
開
催

予
定第

５
回
難
病
の
日�
�

Ｊ
Ｐ
Ａ
総
会

�

５
月
１４
日
（
日
）
損
保
会
館

５
回
難
病
の
日
記
念
イ
ベ
ン
ト

が
５
／
１４
（
日
）
午
前
に
東
京
御

茶
ノ
水
の
損
保
会
館
大
会
議
室
で

開
催
さ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
中
継
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
神
奈
川
フ
ィ

ル
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
大
江
馨

氏
に
よ
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
が

行
わ
れ
、
毎

年
実
施
し
て

い
る
啓
発
ポ

ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
表
彰

に
続
き
、
５

年
見
直
し
に

よ
る
法
改
正

を
終
え
新
た

な
ス
テ
ー
ジ

と
な
る
難
病

対
策
に
関
連
し
て
、
現
難
病
対
策

委
員
会
委
員
長
の
関
西
電
力
病
院

院
長
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
で
あ

る
千
葉
勉
先
生
に
よ
る
記
念
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
の
総
会
で
は

第
一
号
議
案　

２
０
２
２
年
度

（
令
和
４
年
度
）
活
動
報
告
案

第
二
号
議
案　

２
０
２
２
年
度

（�

令
和
４
年
度
）
決
算
報
告
案

及
び　

監
査
報
告

第
三
号
議
案　

２
０
２
３
年
度

（
令
和
５
年
度
）
活
動
方
針
案

第
四
号
議
案　

２
０
２
３
年
度

（
令
和
５
年
度
）
予
算
案

第�

五
号
議
案　

新
役
員
候
補
者
に

つ
い
て

全
て
承
認
さ
れ
た
。
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Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
委
員
会
よ
り

Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
委
員
会
よ
り

第
１０
回　

東
京
歩
こ
う
会

５
月
１４
日
（
日
）

靖
国
神
社
か
ら
皇
居
東
御
苑

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
２
０
２

２
年
の
第
７
波
第
８
波
と
感
染
拡
大

が
続
い
た
後
に
収
束
に
向
か
い
、
２

０
２
３
年
３
月
に
マ
ス
ク
着
用
は
個

人
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
、
５
月
８
日

か
ら
は
感
染
症
法
上
の
「
５
類
」
に

移
行
し
ま
し
た
。

５
月
１４
日
（
日
）、
こ
こ
の
と
こ

ろ
雨
模
様
の
日
が
続
き
、
天
気
予
報

も
曇
り
で
雨
が
降
る
よ
う
な
話
で
し

た
。
朝
は
曇
り
で
散
歩
す
る
に
は
丁

度
よ
い
気
温
で
し
た
。
午
前
１０
時
に

地
下
鉄
九
段
下
駅
１
番
出
口
を
出
た

る
時
計
台
の
下
に
集
合
し
、
リ
ー
ダ

ー
の
古
暮
氏
よ
り
、
計
画
よ
り
遅
れ

て
い
る
の
で
少
し
早
め
に
歩
く
よ
う

に
と
忠
告
が
あ
り
、
一
同
元
気
を
出

し
て
北
の
丸
公
園
の
新
緑
の
中
を
皇

居
東
御
苑
へ
向
か
い
ま
し
た
。
途
中

の
歩
道
橋
に
は
難
儀
す
る
人
も
い
ま

し
た
。
皇
居
東
御
苑
は
手
荷
物
検
査

を
受
け
て
か
ら
、
北
拮
橋
門
か
ら
入

り
ま
し
た
。
北
拮
橋
門
を
入
る
と
、

天
守
台
を
横
に
見
て
、
書
陵
部
か
ら

梅
林
坂
を
通
っ
て
、
都
道
府
県
の
木

を
見
て
二
の
丸
庭
園
へ
と
向
か
い
ま

し
た
。
二
の
丸
庭
園
は
ツ
ツ
ジ
が
咲

い
て
い
ま
し
た
が
、
花
菖
蒲
や
カ
キ

ツ
バ
タ
が
咲
く
に
は
時
期
が
早
か
っ

た
で
す
。
池
に
は
鯉
が
い
て
、
奥
の

方
に
は
水
が
流
れ
出
る
滝
が
あ
り
ま

し
た
。
外
国
人
の
観
光
客
も
多
く
行

き
交
い
、
一
回
り
す
る
う
ち
に
皆
さ

ん
疲
労
度
を
増
し
、
休
み
休
み
で
、

隊
列
か
ら
離
れ
る
人
も
現
れ
て
、
急

遽
大
手
門
手
前
で
集
合
し
人
員
を
数

え
て
、
大
手
門
を
出
て
解
散
と
な
り

ま
し
た
。

午
後
２
時
を
過
ぎ
て
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。
ま
た
世

話
役
の
方
々
に
は
大
変
な
ご
苦
労
が

れ
、
世
話
役
の
理
事
が
「
東
腎
協
」

の
旗
を
持
ち
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

少
し
坂
を
上
っ
て
、
靖
国
神
社
の
大

き
な
第
１
鳥
居
を
潜
り
、
石
燈
籠
が

並
ぶ
参
道
の
間
を
歩
き
、
し
ば
ら
く

行
く
と
中
央
に
大
村
益
次
郎
の
立
派

な
銅
像
が
あ
り
ま
し
た
。
説
明
を
書

い
た
案
内
板
を
見
た
り
、
写
真
を
撮

っ
た
り
し
て
、
少
々
時
間
を
費
や
し

ま
し
た
。

第
２
鳥
居
と
神
門
を
潜
り
、
能
楽

堂
の
横
に
あ
る
桜
の
標
本
木
を
見
ま

し
た
。
花
は
勿
論
な
く
、
葉
が
青
々

と
繋
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
中

門
鳥
居
を
潜
り
、
拝
殿
で
参
拝
を
し

ま
し
た
。
参
道
を
戻
り
、
中
門
鳥
居

を
出
た
横
を
遊
就
館
の
方
へ
行
き
、

神
池
庭
園
に
向
か
い
ま
し
た
。
こ
の

日
は
神
池
庭
園
横
の
相
撲
場
で
大
学

生
の
相
撲
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
て
、

大
き
な
歓
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

神
池
庭
園
は
、
周
り
を
木
々
で
覆
わ

れ
て
い
て
そ
の
ふ
ち
を
飛
び
石
な
ど

が
あ
り
一
周
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
て
、
奥
の
方
に
は
水
が
流
れ
出
る

滝
が
あ
り
ま
し
た
。

靖
国
神
社
は
外
国
人
の
観
光
客
も

多
か
っ
た
で
す
。
靖
国
神
社
の
南
門

か
ら
靖
国
通
り
へ
出
て
、
千
鳥
ヶ
淵

が
見
え
る
九
段
坂
公
園
で
一
休
み
し

ま
し
た
。

こ
の
頃
に
な
る
と
陽
が
出
て
天
気

が
良
く
な
り
暖
か
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
田
安
門
か
ら
北
の
丸

公
園
に
入
り
、
日
本
武
道
館
ま
で
来

る
と
時
間
は
１１
時
半
を
過
ぎ
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
昼
食
の
た
め
一
時
自

由
行
動
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
武
道

館
隣
の
北
の
丸
レ
ス
ト
ラ
ン
と
向
か

い
の
楠
木
茶
房
に
行
く
人
と
分
か
れ

て
食
事
を
取
り
ま
し
た
。

１２
時
半
前
に
日
本
武
道
館
横
に
あ

所
が
集
合
場

所
で
し
た
。

参
加
者
は
１８

名
で
し
た
。

ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス

の
案
内
図
と

名
札
を
渡
さ



9 No.242／2023年 7 月

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
回
の
東
京
歩
こ

う
会
は
７
月
２
日
、
吉
祥
寺
駅
周
辺

と
井
の
頭
公
園
を
歩
く
と
い
う
事
で
、

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
と
い
う
事
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

清
湘
会
記
念
病
院
腎
友
会

�

野
口
忠
男

第
１１
回
東
京
歩
こ
う
会

７
月
２
日
（
日
）

吉
祥
寺
街
歩
き
と
井
の
頭
公
園

前
回
第
１０
回
（
靖
国
神
社
他
）
に

続
き
、
今
回
第
１１
回
「
東
京
歩
こ
う

会
」
は
、
吉
祥
寺
街
歩
き
と
水
と
緑

に
溢
れ
た
井
の
頭
公
園
を
訪
ね
ま
し

た
。
吉
祥
寺
は
「
住
み
た
い
街
」
の

ラ
ン
キ
ン
グ
常
に
上
位
と
人
気
が
高

く
吉
祥
寺
駅
を
中
心
と
し
た
商
業
施

設
や
飲
食
店
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

ハ
ー
モ
ニ
カ
横
丁
に
代
表
さ
れ
る
昔

な
が
ら
の
こ
だ
わ
り
の
強
い
独
特
の

味
わ
い
、
世
界
観
を
持
っ
た
街
並
み

で
す
。

井
の
頭
公
園
は
日
本
初
の
郊
外
型

公
園
で
井
の
頭
池
は
初
め
て
江
戸
に

引
か
れ
た
水
道
「
神
田
上
水
」
の
水

源
が
あ
り
ま
す
。

７
月
２
日
（
日
）
梅
雨
の
時
期
だ

っ
た
の
で
雨
の
心
配
を
し
て
い
ま
し

た
が
歩
こ
う
会
当
日
は
、
晴
れ
て
気

温
が
３２
℃
湿
度
７０
％
の
凄
い
蒸
し
暑

い
日
で
し
た
。
午
前
１０
時
に
Ｊ
Ｒ
吉

祥
寺
駅
中
央
改
札
キ
ッ
プ
売
り
場
前

に
集
合
参
加
者
は
、
１３
名
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
の
案
内
図
と
名
札
を
配

布
、
世
話
役
の
理
事
を
先
頭
に
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
ず
吉
祥
寺
駅
北

口
を
出
て
最
初
に
北
口
近
く
に
あ
る
、

ゾ
ウ
の
は
な
こ
像
に
行
っ
て
集
合
写

真
を
撮
り
ま
し
た
。

集
合
写
真
を
撮
っ
て
い
る
と
腎
内

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
世
田
谷
の
理
事
長
兼

院
長
先
生
の
菅
沼
先
生
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
持
っ
て
来
ら
れ

て
い
た
）。

次
に
吉
祥
寺
の
ア
ー
ケ
ー
ド
の
サ

ン
ロ
ー
ド
を
通
り
大
正
通
り
ハ
ー
モ

ニ
カ
横
丁
を
通
り
ま
し
た
。
通
り
終

わ
り
に
丁
度
お
昼
の
時
間
に
な
っ
た

の
で
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。

昼
食
を
取
っ
た
後
、
午
後
か
ら
井

の
頭
公
園
に
向
か
い
ま
し
た
。
午
後

か
ら
余
り
の
暑
さ
の
為
予
定
の
コ
ー

ス
を
変
更
し
て
、
井
の
頭
池
の
周
り

だ
け
を
回
る
コ
ー
ス
に
変
更
し
ま
し

た
。
井
の
頭
池
の
周
り
を
歩
い
て
い

る
と
井
の
頭
弁
財
天
が
あ
っ
た
の
で

井
の
頭
弁
財
天
に
寄
っ
て
出
来
た
由

来
を
聞
き
ま
し
た
。
井
の
頭
弁
財
天

を
見
た
後
、
次
に
神
田
上
水
の
水
源

を
見
に
行
き
ま
し
た
。
水
源
は
と
て

も
綺
麗
で
し
た
。
水
源
を
見
た
後
、

最
後
に
ま
た
集
合
写
真
を
撮
り
ま
し

た
。そ

の
後
、
井
の
頭
池
を
一
周
し
ま

し
た
。
周
り
終
え
た
ら
丁
度
午
後
２

時
ぐ
ら
い
な
っ
た
の
で
集
合
し
て
最

後
の
挨
拶
を
し
て
今
回
の
歩
こ
う
会

を
終
え
ま
し
た
。
と
て
も
良
い
散
歩

に
な
り
ま
し
た
。

次
回
第
１２
回
は
、
矢
切
の
渡
し
周

辺
を
回
る
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

是
非
多
数
の
会
員
様
の
御
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

東
京
歩
こ
う
会

�

世
話
人　

松
本
茂
利
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●
あ
な
た
は
知
っ
て
い
ま
す
か
？

こ
の
現
状
を

み
な
さ
ん
は
当
然
ご
承
知
と
思
い
ま

す
が
、
誰
で
も
歳
を
重
ね
て
い
く
と
必

ず
筋
肉
量
は
減
っ
て
い
き
ま
す
。
男
性

も
女
性
も
１０
代
後
半
か
ら
２０
歳
に
か
け

て
の
成
長
期
に
一
番
筋
肉
量
が
多
く
、

加
齢
と
と
も
に
徐
々
に
減
っ
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、
５０
歳
代
か
ら
著
し
く
加

速
し
て
筋
肉
量
が
減
少
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
特
徴
と
し
て
下
肢
の
筋
肉
量

の
ほ
う
が
腕
の
筋
肉
量
よ
り
よ
り
多
く

減
少
し
て
い
き
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
透
析
治
療
を
継
続
し
て

い
く
と
様
々
な
合
併
症
も
併
発
し
て
入

院
治
療
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

少
し
の
間
で

も
寝
た
き
り
の
状
態
が
続
く
と
、
驚
く

ほ
ど
早
く
筋
力
低
下
進
ん
で
し
ま
う
こ

と
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
、
透
析
患
者

さ
ん
に
透
析
医
療
に
対
す
る
要
望
と
し

て
の
実
態
調
査
を
行
っ
た
報
告
が
あ
り

ま
す
。
２
０
２
１
年
度
の
報
告
書
の
中

で
は
、『
長
生
き
し
た
い
』
と
言
う
意

見
が
大
多
数
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、

『
筋
肉
を
つ
け
た
い
』『
透
析
中
に
運

動
・
リ
ハ
ビ
リ
を
し
た
い
』
と
答
え
た

透
析
患
者
さ
ん
は
ほ
ん
の
僅
か
で
あ
り

実
際
に
筋
力
低
下
を
不
安
に
思
っ
て
い

て
も
、
運
動
習
慣
に
対
し
て
の
ア
ク
シ

ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
る
透
析
患
者
さ
ん

は
少
な
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
日
本
透

析
医
学
会
か
ら
、
わ
が
国
の
慢
性
透
析

療
法
現
況
（
２
０
１
８
年
）
に
、
年
齢

と
運
動
習
慣
の
統
計
報
告
が
出
て
い
ま

す
。
各
年
代
の
す
べ
て
に
お
い
て
、
運

動
習
慣
は
無
し
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
し
な

い
と
言
う
回
答
が
圧
倒
的
に
占
め
て
い

ま
し
た
。

こ
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、
み
な
さ
ん

は
も
っ
と
運
動
に
対
し
て
興
味
を
持
ち
、

実
際
に
運
動
を
し
て
い
か
な
く
て
本
当

に
大
丈
夫
で
す
か
？

●
透
析
患
者
さ
ん
の
運
動
の
必
要
性

①
健
康
寿
命
に
つ
い
て

み
な
さ
ん
は
、
健
康
寿
命
と
一
般
的

な
平
均
寿
命
の
違
い
を
知
っ
て
い
ま
す

透
析
患
者
さ
ん
に
運
動
っ
て 

　

必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　

～
透
析
運
動
療
法
へ
の
挑
戦
～

医
療
法
人
社
団
長
尽
会
　
長
久
保
病
院

透
析
室
　
加
藤
伸
二
（
腎
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
指
導
士
）

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
勉
強
会
報
告
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か
？　

健
康
寿
命
と
は
、「
健
康
上
の

問
題
で
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と

な
く
生
活
で
き
る
期
間
」
を
指
し
ま
す
。

平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差
は
、
日

常
生
活
の
制
限
を
受
け
る
不
健
康
な
期

間
を
意
味
し
て
い
ま
す
ね
。
た
と
え
平

均
寿
命
が
長
く
て
も
、
健
康
寿
命
と
の

差
が
大
き
い
場
合
に
は
、
不
健
康
な
状

態
が
長
期
に
わ
た
る
こ
と
と
な
り
、
本

当
の
楽
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
な
い
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

余
命
を
意
味
す
る
「
平
均
寿
命
」
も

大
切
で
す
が
、
日
常
生
活
を
制
限
さ
れ

ず
健
康
に
生
活
で
き
る
期
間
で
あ
る

「
健
康
寿
命
」
は
、
健
や
か
な
人
生
に

は
欠
か
せ
な
い
要
素
で
す
。

厚
生
労
働
省
「
健
康
寿
命
の
令
和
元

な
歯
科
検
診
が
大
切
で
す
ね
。

②
運
動
耐
容
能
に
つ
い
て

運
動
耐
容
能
と
い
う
言
葉
は
あ
ま
り

耳
に
し
な
い
言
葉
で
す
が
、
み
な
さ
ん

に
と
っ
て
は
大
切
な
お
話
で
す
。
で
は

運
動
耐
容
能
と
は
、「
全
身
を
使
う
持

久
的
な
運
動
に
ど
れ
く
ら
い
耐
え
ら
れ

る
か
と
い
う
限
界
」
を
指
し
ま
す
。

一
般
的
に
透
析
患
者
さ
ん
は
、
高
血

圧
・
心
不
全
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症

や
重
複
障
害
を
か
か
え
て
い
る
た
め
、

運
動
量
や
活
動
量
が
低
下
し
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
低
下
は
、
健

常
者
と
比
較
し
て
６５
％
の
活
動
量
し
か

な
い
と
の
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
運
動
耐

容
能
の
低
下
は
、
直
接
的
に
生
命
予
後

の
悪
化
に
繋
が
る
た
め
に
問
題
視
さ
れ

て
い
ま
す
。
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
の
健

康
寿
命
も
短
く
な
る
こ
と
で
あ
り
、
本

当
の
楽
し
い
人
生
を
送
れ
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。
透
析
患
者
さ
ん
の
身
体
活

動
量
と
死
亡
リ
ス
ク
の
関
係
を
表
し
た

図
で
す
。
歩
行
可
能
な
透
析
患
者
さ
ん

２
０
２
名
に
加
速
度
付
き
歩
数
計
を
装

着
し
て
身
体
活
動
量
と
生
命
予
後
の
関

連
を
調
べ
た
研
究
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

研
究
で
は
１
日
の
身
体
活
動
時
間
が
５０

分
以
上
の
活
動
量
の
多
い
患
者
さ
ん
Ａ
、

５０
分
未
満
の
活
動
量
の
少
な
い
患
者
さ

年
値
」
に
よ
る
と
、
令
和
元
年
に
お
け

る
日
本
人
の
健
康
寿
命
は
、
男
性
が　

７２
・
１４
歳
（
マ
イ
ナ
ス
８
・
８４
歳
）、

女
性
が
７４
・
７９
歳
（
マ
イ
ナ
ス
１２
・
３５

歳
）
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

で
は
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
に
は
ど

う
す
れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
か
？

【
食
生
活
を
見
直
す
】

栄
養
豊
富
な
食
事
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
乳
製
品
、
豆
類
、
魚
、
卵
、
海
藻
、

緑
黄
色
野
菜
な
ど
の
タ
ン
パ
ク
質
や
ミ

ネ
ラ
ル
豊
富
な
食
品
を
、
バ
ラ
ン
ス
良

く
組
み
合
わ
せ
て
し
っ
か
り
摂
取
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

【
日
頃
か
ら
活
発
に
運
動
を
す
る
】

意
識
的
に
運
動
を
心
が
け
る
こ
と
は
、

健
康
寿
命
を
延
ば
す
上
で
有
用
で
す
。

運
動
量
が
多
い
人
は
、
不
活
発
な
人
よ

り
も
が
ん
や
脳
血
管
・
心
疾
患
な
ど
の

発
症
リ
ス
ク
が
低
い
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
現
状
よ
り
も
、
１
日

１０
分
で
も
多
く
体
を
動
か
す
こ
と
か
ら

始
め
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
定
期
的
な
健
診
・
検
診
と
口
腔
ケ
ア

を
怠
ら
な
い
】

虫
歯
や
歯
周
病
を
避
け
、
口
腔
内
を

健
康
に
す
る
こ
と
は
、
食
べ
る
喜
び
や

話
す
楽
し
み
を
保
つ
た
め
に
と
て
も
重

要
で
あ
り
、
生
活
の
質
の
向
上
に
も
大

き
く
影
響
し
て
き
ま
す
。
特
に
定
期
的

ん
Ｂ
と
の
生
命
予
後
を
比
較
し
て
い
ま

す
。
グ
ラ
フ
を
見
る
限
り
、
明
ら
か
に

身
体
活
動
量
が
多
い
患
者
さ
ん
で
は
生

存
率
が
高
い
ま
ま
で
維
持
で
き
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

③
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
に
つ
い
て

こ
の
Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ａ
増
刊
通
信
に
以
前
も

特
集
が
組
ま
れ
て
い
る
の
で
、
ご
承
知

と
は
思
い
ま
す
が
、
簡
単
に
お
さ
ら
い

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。「
筋
肉
量
が

減
少
し
て
筋
力
低
下
や
、
身
体
機
能
低

下
を
き
た
し
た
状
態
」
を
、
サ
ル
コ
ペ

ニ
ア
と
言
い
ま
す
。

缶
の
蓋
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
蓋
を
開

活動量が多い活動量が多い

00 66 1212 1818 2424 3030 3636 4242 4848 5454 6060 6666 7272 7878 8484 ［月］［月］

活動量が少ない活動量が少ない
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2020

4040
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け
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
ま

せ
ん
か
？　

筋
肉
が
痩
せ
足
も
細
く
な

っ
て
き
て
、
横
断
歩
道
を
渡
り
切
る
の

が
ギ
リ
ギ
リ
に
な
っ
て
き
て
い
ま
せ
ん

か
？　

些
細
な
段
差
で
つ
ま
ず
き
や
す

く
、
転
倒
し
そ
う
に
な
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
き
て
い
ま
せ
ん
か
？　

腰
痛
や

膝
痛
な
ど
に
よ
り
普
段
の
外
出
に
支
障

持
向
上
が
可
能
で
あ
り
、
フ
レ
イ
ル
か

ら
の
離
脱
が
可
能
で
す
。
ま
ず
は
、
こ

ん
な
蟻
地
獄
の
よ
う
な
負
の
フ
レ
イ
ル

サ
イ
ク
ル
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
、
日
頃

か
ら
の
運
動
・
栄
養
・
特
に
社
会
参
加

を
（
人
と
の
つ
な
が
り
）
意
識
し
て
生

活
し
て
行
く
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。

●
透
析
患
者
さ
ん
の 

運
動
療
法
に
つ
い
て

海
外
で
は
、
腎
疾
患
の
あ
る
方
で
も

運
動
制
限
は
行
わ
な
い
こ
と
が
一
般
的

で
す
が
、
日
本
で
は
、
運
動
を
行
う
と

腎
機
能
や
蛋
白
尿
が
悪
化
す
る
と
い
う

考
え
方
や
、
透
析
患
者
さ
ん
は
透
析
後

に
疲
労
感
が
強
い
た
め
、
安
静
に
過
ご

が
出
て
き
て
い
ま
せ
ん
か
？　

こ
ん
な

症
状
が
出
て
い
た
ら
要
注
意
で
す
。

指
輪
っ
か
テ
ス
ト
を
し
て
、
ご
自
身

の
下
肢
ふ
く
ら
は
ぎ
の
筋
肉
量
を
定
期

的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
下
さ
い
。

④
フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て

み
な
さ
ん
は
聞
き
な
れ
て
い
る
フ
レ

す
こ
と
が
基
本
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

最
近
に
な
っ
て
、「
透
析
患
者
さ
ん

に
お
け
る
運
動
療
法
は
、
歩
行
機
能
や

運
動
耐
容
能
や
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
改
善
効
果
が

報
告
さ
れ
、
運
動
療
法
を
行
う
こ
と
を

推
奨
す
る
」
と
、
言
わ
れ
る
よ
う
に
変

わ
り
ま
し
た
。
透
析
中
の
腎
臓
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
、
透
析
患
者
さ
ん
へ
の

運
動
療
法
が
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、

積
極
的
に
実
施
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
の
診
療
報
酬
改
正
で
は
、

透
析
中
の
運
動
指
導
に
係
る
評
価
と
し

て
、
透
析
時
運
動
指
導
等
加
算
が
新
設

さ
れ
て
、
指
導
開
始
か
ら
９０
日
を
限
度

に
７５
点
が
算
定
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

で
は
、
透
析
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
、

実
際
に
運
動
療
法
に
は
ど
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

①�

最
大
酸
素
摂
取
量
の
増
加
（
体
に
酸

素
が
い
っ
ぱ
い
取
り
込
め
る
）

②�

左
心
室
収
縮
能
の
亢
進
（
心
臓
の
動

き
が
良
く
な
る
）

③
心
臓
副
交
感
神
経
の
活
性
化
（
ゆ
っ

く
り
穏
や
な
動
き
に
な
る
）

④�

Ｐ
Ｅ
Ｗ
の
改
善
（
栄
養
状
態
が
良
く

な
る
）

⑤�

睡
眠
の
質
の
改
善
（
し
っ
か
り
眠
れ

る
）

ー
ズ
で
す
ね
。「
加
齢

と
と
も
に
心
身
の
活
力

（
運
動
機
能
や
認
知
機

等
）
が
低
下
し
、
複
数

の
慢
性
疾
患
の
併
存
な

ど
の
影
響
も
あ
り
、
生

活
機
能
が
障
害
さ
れ
、

心
身
の
脆
弱
性
が
出
現

し
た
状
態
」
を
い
い
ま

す
。
日
常
的
な
些
細
な

兆
候
か
ら
始
ま
る
虚
弱

の
状
態
で
す
ね
。

フ
レ
イ
ル
は
、
身
体

的
フ
レ
イ
ル
・
精
神
的

フ
レ
イ
ル
・
社
会
的
フ

レ
イ
ル
の
３
つ
に
分
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
特
徴
は
可
逆
性
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

適
切
な
介
入
・
支
援
に

よ
り
、
い
つ
で
も
心
身

と
も
に
生
活
機
能
の
維
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⑥�

Ａ
Ｄ
Ｌ
の
改
善
（
日
常
生
活
動
作
が

普
通
に
行
え
る
）

⑦
貧
血
の
改
善

⑧
不
安
・
う
つ
の
改
善

⑨
前
腕
静
脈
サ
イ
ズ
の
増
加

⑩
透
析
効
率
の
改
善

⑪
死
亡
率
の
低
下

な
ど
多
く
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
得
た
報
告

が
、
次
々
と
発
表
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
な
ぜ
透
析
中
に
運
動
療
法

を
実
施
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

一
般

的
に
は
、
透
析
患
者
さ
ん
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
透
析
を
行
わ
な
い
日

に
す
る
の
が
理
想
的
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
あ
え
て
透
析
中
の
運
動
療
法
に
診

療
報
酬
が
導
入
さ
れ
た
要
因
に
は
、

①�

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
の
も
と
、
監

視
下
で
安
全
に
行
う
こ
と
が
で
き
る

②�

運
動
す
る
こ
と
で
透
析
の
効
率
が
改

善
す
る

③�

定
期
的
に
週
３
回
の
運
動
の
機
会
が

持
て
る

④�

運
動
習
慣
の
な
い
透
析
患
者
さ
ん
に

と
っ
て
、
運
動
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
が
る

⑤�

透
析
中
の
運
動
で
身
体
が
慣
れ
て
自

信
が
つ
く
と
、
自
宅
で
の
自
主
的
な

運
動
へ
と
繋
が
り
や
す
い
な
ど
、
多

数
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
ら
で
す
。

折
角
で
す
か
ら
、
正
し
い
歩
き
方
の

ポ
イ
ン
ト
も
押
さ
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
頭
は
揺
ら
さ
ず
に
し
っ
か
り
と

②
目
線
は
ま
っ
す
ぐ

③
肩
は
力
を
抜
い
て
リ
ラ
ッ
ク
ス

④
呼
吸
は
自
分
の
リ
ズ
ム
で

⑤�

ひ
じ
は
や
や
曲
げ
て
腕
を
大
き
く
振

る

●
自
宅
で
の
自
重
運
動
の
紹
介

ま
ず
は
、
自
宅
で
運
動
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
！　

と
て
も
大
切
で
一
番
簡
単

な
運
動
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。
透
析

を
行
わ
な
い
日
は
、
最
低
４
０
０
０
歩

を
目
標
に
歩
い
て
み
て
下
さ
い
。
そ
し

て
下
肢
の
筋
肉
低
下
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

そ
の
前
に
、
自
重
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、

「
自
分
の
体
重
を
負
荷
に
し
て
行
う
、

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
の
こ
と
で
す
。

場
所
を
選
ば
ず
、
専
用
の
機
械
や
ダ
ン

ベ
ル
な
ど
の
道
具
も
必
要
な
く
、
ま
し

て
や
お
金
も
か
か
ら
ず
、
気
軽
に
始
め

ら
れ
ま
す
。

自
重
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
は
、
絶
対
に

守
っ
て
ほ
し
い
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

①
ゆ
っ
く
り
行
う
こ
と
！

早
い
動
作
な
ど
で
反
動
を
つ
け
て

行
う
と
、
筋
肉
に
適
切
な
負
荷
が
か

か
ら
ず
、
逆
に
効
果
が
低
下
し
て
し

ま
い
ま
す
。

②
息
を
止
め
な
い
こ
と
！

力
を
込
め
る
際
に
息
を
止
め
て
し

ま
う
と
、
筋
肉
に
乳
酸
が
た
ま
り
酸

素
が
行
き
渡
ら
な
く
な
り
、
運
動
の

効
果
が
起
き
に
く
く
な
り
ま
す
。

③
４８
時
間
あ
け
る
こ
と
！

４８
時
間
超
回
復
ウ
ィ
ン
ド
ウ
と
言

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
筋
肉
疲
労
が

残
っ
た
ま
ま
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
行
う

と
、
効
果
が
身
に
つ
き
ま
せ
ん
。

【
シ
ー
テ
ッ
ド
カ
ー
フ
レ
イ
ズ
】

ふ
く
ら
は
ぎ
を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き

⑥
腰
の
回
転
で
歩
幅

を
広
げ
て

⑦
膝
を
伸
ば
し
て
か

か
と
か
ら
着
地

⑧�

し
っ
か
り
大
地
を

キ
ッ
ク
す
る
よ
う

に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
足
を
上

げ
な
い
小
股
の
ヨ

チ
ヨ
チ
歩
き
は
、

転
倒
の
危
険
が
多

大
に
あ
る
た
め
、

し
っ
か
り
と
足
を

上
げ
て
い
つ
も
よ

り
１０
ｃｍ
大
股
の
歩

き
を
お
勧
め
い
た

し
ま
す
。

次
に
、
簡
単
な
自

重
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

紹
介
い
た
し
ま
す
が
、
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る
簡
単
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
、
効
果
は
、

立
位
保
持
や
転
倒
防
止
で
す
。

①�
背
中
を
伸
ば
し
姿
勢
を
正
し
て
椅
子

に
少
し
浅
め
に
座
り
ま
す
。

②�

足
の
位
置
は
足
首
が
膝
の
下
に
く
る

よ
う
に
９０
度
の
角
度
に
し
ま
す
。

③�

ふ
く
ら
は
ぎ
を
意
識
し
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
と
４
秒
か
け
て
両
方
の
か
か
と

を
限
界
ま
で
上
げ
ま
す
。

④�

上
げ
た
か
か
と
は
ゆ
っ
く
り
４
秒
か

け
て
下
げ
ま
す（
上
下
を
繰
り
返
す
）。

※
目
標
は
１０
〜
３０
回
を
３
セ
ッ
ト

※
余
裕
が
あ
る
人
は
、
膝
の
上
に
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
や
重
り
な
ど
を
乗
せ
て
負
荷

を
か
け
て
行
っ
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

【
レ
ッ
グ
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
】

大
腿
四
頭
筋
を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き

る
一
般
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
、
効
果

は
歩
行
保
持
と
基
礎
代
謝
向
上
で
す
。

①
②
は
同
様
で
す
。

③�

足
首
を
意
識
し
な
が
ら
、
片
足
を
ゆ

っ
く
り
と
４
秒
か
け
て
膝
が
ま
っ
す

ぐ
に
な
る
ま
で
上
げ
ま
す
。

④�

上
げ
た
足
は
ゆ
っ
く
り
４
秒
か
け
て

下
げ
ま
す
（
上
下
を
繰
り
返
す
）。

※
目
標
は
１０
〜
２０
回
を
３
セ
ッ
ト

※
余
裕
が
あ
る
人
は
、
足
首
に
チ
ュ
ー

ブ
や
重
り
を
付
け
て
、
負
荷
を
か
け
て

【
ニ
ー
レ
イ
ズ
】

腸
腰
筋
を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
る
効

果
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
、
効
果
は
姿

勢
維
持
や
腰
痛
防
止
で
す
。

①
②
は
同
様
で
す
。

③�

お
へ
そ
の
下
を
意
識
し
な
が
ら
、
片

足
を
ゆ
っ
く
り
と
４
秒
か
け
て
限
界

ま
で
上
げ
ま
す
。

④�

上
げ
た
足
は
ゆ
っ
く
り
４
秒
か
け
て

下
げ
ま
す
（
上
下
を
繰
り
返
す
）。

※
目
標
は
１０
〜
２０
回
を
３
セ
ッ
ト

※
余
裕
が
あ
る
人
は
、
足
を
上
げ
る
時

に
自
分
の
手
で
足
を
押
し
つ
け
て
、
負

荷
を
か
け
て
行
っ
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

行
っ
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

●
お
さ
ら
い

透
析
患
者
さ
ん
の
運
動
療
法
は
、

★
筋
力
量
の
低
下
を
防
げ
る

★
運
動
耐
容
能
が
ア
ッ
プ
す
る

★
フ
レ
イ
ル
に
陥
い
ら
な
い

★
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
低
下
が
防
げ
る

★
Ｑ
Ｏ
Ｌ
が
低
下
し
な
い

★
合
併
症
の
予
防
に
も
な
る

★
健
康
寿
命
が
長
く
な
る

★
健
や
か
な
人
生
が
送
れ
る

いいつつままででもも元元気気にに通通院院ししててききてて
欲欲ししいいかからら

みみななささんん、、運運動動ししままししょょううねね！！
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暑中御見舞申し上げます
ＮＰＯ東腎協賛助会員

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
腎
臓
病
協
議
会

会
長　

戸
倉　

振
一

副
会
長　

古
暮　
　

宏

同　

酒
井　
　

豊

同　

須
賀　

春
美

同　

横
溝
久
美
子

事
務
局
長　

板
橋　

俊
司

事
務
局
次
長　

三
好
か
お
り

理
事　

井
上　

隆
臣

同　

大
友　

晴
雄

同　

岡
田　

和
友

同　

金
井　

信
憲

同　

小
林　

正
和

同　

清
水　

陽
介

同　

須
藤　

幸
子

同　

成
田　

哲
也

同　

野
口　

忠
男

同　

松
本　

茂
利

同　

丸
山　

春
良

同　

依
田　
　

滋

監
事　

梅
原　

秀
孝

監
事　

村
越　

京
子

相
談
役　

金
子　
　

智

医
療
法
人
財
団　

百
葉
の
会

銀
座
医
院　

上
野
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

中
島　

敦
夫

〒
１
１
０
―
０
０
０
５　

東
京
都
台
東
区
上
野

２
―
１２
―
２０　

ロ
ー
タ
ス
ビ
ル
３
階

☎
０
３
―
５
８
１
７
―
８
７
７
０

社
会
福
祉
法
人　

樹
会「
透
析
者
入
居
で
き
ま
す
」

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

大
井
苑

理
事
長　

富
家　

隆
樹

〒
３
５
６
―
０
０
５
４

埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
大
井
武
蔵
野
１
２
７
７
―
１

☎
０
４
９
（
２
６
２
）
８
６
８
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
９
（
２
５
６
）
５
３
０
０

社
会
福
祉
法
人　

樹
会「
透
析
者
入
居
で
き
ま
す
」

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

四
街
道
苑

理
事
長　

富
家　

隆
樹

〒
２
８
４
―
０
０
０
８

千
葉
県
四
街
道
市
鹿
放
ヶ
丘
５
９
３
―
３

☎
０
４
３
（
３
０
４
）
８
１
６
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
３
（
３
０
４
）
８
１
６
３

医
療
法
人
財
団

き
よ
せ
旭
が
丘
記
念
病
院

理
事
長　

高
木　

由
利

〒
２
０
４
―
０
０
０
２

東
京
都
清
瀬
市
旭
が
丘
１
―
６
１
９
―
１５

☎
０
４
２
（
４
９
１
）
２
１
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
４
９
１
）
６
６
５
３

医
療
法
人
社
団　

大
坪
会

三

軒

茶

屋

病

院

院
長　

大
坪　

由
里
子

〒
１
５
４
―
０
０
２
４

東
京
都
世
田
谷
区
三
軒
茶
屋
１
―
21
―
５

☎
０
３
（
３
４
１
０
）
７
３
２
１

医
療
法
人
財
団　

健
康
文
化
会

小

豆

沢

病

院

院

長　

一
瀬　

隆
広

〒
一
七
四
―
八
五
〇
二　

東
京
都
板
橋
区
小
豆
沢
一
丁
目
六
番
八
号

電
話　

〇
三
―
三
九
六
六
―
八
四
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
―
三
九
六
六
―
〇
一
五
一

医
療
法
人
社
団　

君
真
光

寺

田

病

院

理
事
長　

寺
田　

光
男

〒
１
６
８
―
０
０
８
１

東
京
都
杉
並
区
宮
前
５
丁
目
１８
番
１６
号

☎
０
３
（
３
３
３
２
）
１
１
６
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
３
３
２
）
６
７
６
５

医
療
法
人
社
団

菊
川
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

古
川　
　

猛

〒
１
３
０
―
０
０
２
４

東
京
都
墨
田
区
菊
川
２
―
１１
―
１

☎
０
３
（
５
６
０
０
）
２
２
２
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
６
０
０
）
０
８
０
５

社
会
医
療
法
人
社
団　

健
生
会

す
な
が
わ
相
互
診
療
所

所
長　

小
泉　

博
史

〒
１
９
０
―
０
０
０
２

東
京
都
立
川
市
幸
町
５
丁
目
９
番
２
号

☎
０
４
２
（
５
３
８
）
１
５
０
２

社
会
医
療
法
人
社
団　

健
生
会

羽

村

相

互

診

療

所

所
長　

小
林　

重
雄

〒
２
０
５
―
０
０
２
３

東
京
都
羽
村
市
神
明
台
１
―
３０
―
５

☎
０
４
２
―
５
５
４
―
５
４
２
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
―
５
５
５
―
３
１
５
１

医
療
法
人
社
団　

三
友
会

あ

け

ぼ

の

病

院

理
事
長　

南
郷　

俊
明

〒
１
９
４
―
０
０
２
１

東
京
都
町
田
市
中
町
１
丁
目
２３
番
３
号

☎
０
４
２
（
７
２
８
）
１
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
７
２
８
）
８
４
６
９

医
療
法
人
社
団　

光
靖
会

井
口
腎
泌
尿
器
科　

亀
有

理
事
長　

井
口　

靖
浩

院
長　

荒
川　

創
一

〒
１
２
５
―
０
０
６
１

東
京
都
葛
飾
区
亀
有
３
―
７
―
７
サ
ン
セ
リ
テ
鞠
子

３
階
３
号
室

☎
０
３
（
３
８
３
８
）
８
７
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
８
３
８
）
８
７
２
３

医
療
法
人
社
団　

光
靖
会

井
口
腎
泌
尿
器
科
・
内
科　

新
小
岩

理
事
長　

井
口　

靖
浩

院
長　

安
東　

克
之

〒
１
２
４
―
０
０
２
４

東
京
都
葛
飾
区
新
小
岩
１
―
４９
―
１０

第
５
デ
リ
カ
ビ
ル
５
・
６
・
７
階

☎
０
３
（
６
２
３
１
）
５
９
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
６
２
３
１
）
５
９
３
２

医
療
法
人
社
団　

松
和
会

大
泉
学
園
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

草
場　
　

岳

〒
１
７
８
―
０
０
６
３　

東
京
都
練
馬
区
東
大
泉

５
―
４０
―
２４

サ
ン
ダ
リ
オ
ン
ビ
ル
３
―
５
Ｆ

☎
０
３
（
５
９
４
７
）
５
６
８
１

医
療
法
人
社
団　

松
和
会

練
馬
高
野
台
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

鈴
木　

重
伸

〒
１
７
７
―
０
０
３
３　

東
京
都
練
馬
区
高
野
台

１
―
８
―
１５

☎
０
３
（
５
３
７
２
）
６
１
５
１
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練
馬
桜
台
ク
リ
ニ
ッ
ク

理
事
長　

永
野　

正
史

〒
１
７
６
―
０
０
１
２

東
京
都
練
馬
区
豊
玉
北
４
丁
目
１１
番
９
号

☎
０
３
（
５
９
９
９
）
０
７
２
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
９
９
９
）
０
８
２
３

医
療
法
人
社
団
　
心
施
会

理
事
長　

杉
崎　

健
太
郎

☎
０
４
２
（
３
６
６
）
８
９
０
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
３
３
４
）
２
６
０
１

府
中
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

篠
村　

裕
之

〒
１
８
３
―
０
０
５
５

東
京
都
府
中
市
府
中
町
１
―
８
―
１

第
７
三
ツ
木
ビ
ル
６
Ｆ
・
７
Ｆ

☎
０
４
２
（
３
６
６
）
８
９
０
９

南
大
沢
パ
オ
レ
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

岩
本　

八
千
代

〒
１
９
２
―
０
３
６
４

東
京
都
八
王
子
市
南
大
沢
２
―
２
パ
オ
レ
５
Ｆ

☎
０
４
２
（
６
７
７
）
４
４
７
７

八
王
子
東
町
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

小
俣　

百
世

〒
１
９
２
―
０
０
８
２　

東
京
都
八
王
子
市
東
町

７
―
６　

ダ
ヴ
ィ
ン
チ
八
王
子
７
Ｆ
・
８
Ｆ

☎
０
４
２
（
６
４
６
）
６
９
９
６

平
山
城
址
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

杉
崎　

健
太
郎

〒
１
９
１
―
０
０
４
３
東
京
都
日
野
市
平
山

５
―
３８
―
１　

平
山
城
址
公
園
駅
前
ビ
ル

☎
０
４
２
（
５
９
９
）
２
３
１
１
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医
療
法
人
社
団　

秀
佑
会

東

海

病

院

院
長　

江
本　

秀
斗

〒
１
７
６
―
０
０
２
３

東
京
都
練
馬
区
中
村
北
２
丁
目
１０
番
１１
号

☎
０
３
（
３
９
９
９
）
１
１
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
９
９
９
）
７
０
２
７

腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
高
野
台

院
長　

栗
山　

謙

〒
１
７
７
―
０
０
３
３　

東
京
都
練
馬
区
高
野
台

１
丁
目
３
番
７
号
Ｎ
Ｆ
プ
ラ
ザ
Ⅱ
３
階

☎
０
３
（
５
９
１
０
）
３
１
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
９
１
０
）
３
１
２
３

医
療
法
人
社
団　

欅
会

田
無
南
口
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

西
尾　

康
英

〒
１
８
８
―
０
０
１
２

　

東
京
都
西
東
京
市
南
町
５
丁
目
１
番
地
１５
号

☎
０
４
２
（
４
６
４
）
５
７
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
４
６
１
）
４
８
３
８

新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

西
尾　

信
一
郎

〒
１
２
４
―
０
０
２
３

東
京
都
葛
飾
区
東
新
小
岩
５
―
２０
―
２２

☎
０
３
（
３
６
９
４
）
５
６
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
６
９
４
）
５
６
２
８

新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
船
堀

院
長　

武
田　

之
彦

〒
１
３
４
―
０
０
９
１

東
京
都
江
戸
川
区
船
堀
４
―
４
―
２４

☎
０
３
（
３
６
８
８
）
９
９
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
６
８
８
）
９
９
７
３

医
療
法
人
社
団　

腎
と
水

新
中
野
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

津
田　

信
次

ス
タ
ッ
フ
一
同

〒
１
６
４
―
０
０
１
２　

東
京
都
中
野
区
本
町

３
丁
目
２３
番
３
号
新
中
野
Ａ
Ｍ
―
Ｉ
ビ
ル
１
階

☎
０
３
（
３
３
７
０
）
８
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
３
７
０
）
８
１
２
９

医
療
法
人
社
団　

順
洋
会

武
蔵
野
総
合
ク
リ
ニ
ッ
ク
練
馬

院
長　

土
田　

雅
章

〒
１
７
６
―
０
０
０
１

東
京
都
練
馬
区
練
馬
１
丁
目
26
番
１
号

☎
０
３
（
３
９
９
３
）
７
０
１
５

医
療
法
人
社
団　

菅
沼
会

人
工
透
析
・
夜
間
透
析
・
在
宅
透
析

腎
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
世
田
谷

理
事
長
・
院
長　

菅
沼　

信
也

〒
１
５
７
―
０
０
６
２

東
京
都
世
田
谷
区
南
烏
山
４
丁
目
２１
番
１４
号

☎
０
３
（
５
９
６
９
）
４
９
７
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
９
６
９
）
４
９
７
０

医
療
法
人
社
団　

駿
昭
会

飯
田
橋
西
口
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

原
澤　

信
介

〒
１
０
２
―
０
０
７
１

東
京
都
千
代
田
区
富
士
見
町
２
丁
目
１３
番
１６
号
上
田
ビ
ル

☎
０
３
（
３
２
６
５
）
０
２
０
３

医
療
法
人
社
団
清
光
会

葉
山
湘
南
国
際
村
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
セ
ン
タ
ー

理
事
長　

横
山　

志
郎

〒
２
４
０
―
０
１
０
７

神
奈
川
県
横
須
賀
市
湘
南
国
際
村
１
―
５
―
３

☎
０
４
６
（
８
５
５
）
５
２
５
０

特
定
医
療
法
人　

清
湘
会

清

湘

会

記

念

病

院

〒
１
３
６
―
０
０
７
１

東
京
都
江
東
区
亀
戸
２
丁
目
１７
番
２４
号

☎
０
３
（
３
６
３
６
）
２
３
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
６
３
６
）
２
３
０
９

医
療
法
人
社
団　

晴
仁
会

立
川
北
口
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク

理
事
長　

檜
垣　

昌
夫

院
長　

石
原　

理
裕

〒
１
９
０
―
０
０
１
２　

東
京
都
立
川
市
曙
町

１
丁
目
３１
番
２
号
遠
藤
創
進
ビ
ル
三
階

☎
０
４
２
（
５
２
３
）
２
２
９
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
５
２
３
）
２
４
０
０

医
療
法
人
社
団　

晴
仁
会

幸
町
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

渡
辺
賀
寿
雄

〒
１
９
０
―
０
０
０
４

東
京
都
立
川
市
柏
町
４
丁
目
１
番
１
号

☎
０
４
２
（
５
３
６
）
３
０
９
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
５
３
６
）
３
２
６
９

医
療
法
人
社
団　

長
尽
会

長

久

保

病

院

三

和

ク

リ

ニ

ッ

ク

理
事
長　

桑
原　

勝
孝

〒
１
８
６
―
０
０
１
１

東
京
都
国
立
市
谷
保
６
９
０
７
番
地
の
１

☎
０
４
２
（
５
７
１
）
２
２
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
５
７
１
）
２
２
８
８
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医
療
法
人
社
団　

や
よ
い
会

あ
や
せ
駅
前
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

榎
本　

美
穂

〒
１
２
０
―
０
０
０
５　

東
京
都
足
立
区
綾
瀬

３
―
21
―
18

☎
０
３
（
５
６
９
７
）
８
２
８
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
６
９
７
）
８
２
８
２

医
療
法
人
社
団　

成
和
会

西
新
井
病
院　

血
液
浄
化
透
析
室

理
事
長　

金　
　

光
宇

〒
１
２
３
―
０
８
４
５　

東
京
都
足
立
区
西
新
井
本
町
１
―
12
―
12

☎
０
３
―
５
６
４
７
―
１
７
０
０

医
療
法
人
伯
鳳
会

東

京

曳

舟

病

院

院
長　

山
本　

保
博

〒
１
３
１
―
０
０
３
２

東
京
都
墨
田
区
東
向
島
２
丁
目
２７
―
１

☎
０
３
―
５
６
５
５
―
１
１
２
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
―
５
６
５
５
―
１
１
２
１

医
療
法
人
社
団　

や
よ
い
会

立
石
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

遠
藤　
　

聡

〒
１
２
４
―
０
０
１
２　

東
京
都
葛
飾
区
立
石

８
―
１
―
２　

賛
生
会
ビ
ル
２
階
・
３
階

☎
０
３
（
５
６
７
２
）
２
１
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
６
７
２
）
２
１
５
５

医
療
法
人
社
団
や
よ
い
会

北
千
住
東
口
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

大
森　

容
子

〒
１
２
０
―
０
０
２
６　

東
京
都
足
立
区
千
住
旭
町

９
―
１６

☎
０
３
―
５
２
８
４
―
５
１
０
１

社
会
福
祉
法
人　

む
つ
み
会

春
陽
苑
に
こ
に
こ
ク
リ
ニ
ッ
ク

理
事
長　

青
山　

一
雄

〒
３
３
１
―
０
０
６
８

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
西
区
飯
田
新
田
９１
―
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
８
（
６
２
１
）
１
１
２
５

南
青
山
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

鈴
木　

孝
子

〒
１
０
７
―
０
０
６
２　

東
京
都
港
区
南
青
山

７
―
８
―
８
―
１
０
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
６
８
０
５
）
１
８
３
６

医
療
法
人
社
団　

春
口
ク
リ
ニ
ッ
ク

飯
田
橋
春
口
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

春
口　

洋
昭

〒
１
０
２
―
０
０
７
２　

東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋

３
丁
目
９
―
３　

Ｓ
Ｋ
プ
ラ
ザ
２
Ｆ

☎
０
３
（
５
２
１
５
）
１
５
１
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
２
１
５
）
１
５
１
９

医
療
法
人
社
団　

松
岳
会

東
武
練
馬
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

目
良　

純
一
郎

〒
１
７
５
―
０
０
８
３

東
京
都
板
橋
区
徳
丸
３
―
１１
―
２

☎
０
３
（
５
９
２
２
）
３
５
３
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
３
９
９
）
６
８
８
０

亀
戸
畠
山
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

畠
山　

卓
弥

〒
１
３
６
―
０
０
７
１

東
京
都
江
東
区
亀
戸
２
―
４
２
―
５

亀
戸
ク
リ
ニ
ッ
ク
フ
ァ
ー
ム
４
階

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
６
８
８
５
）
３
３
４
１

社
会
医
療
法
人
社
団　

順
江
会

東
京
綾
瀬
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

長
田　

し
を
り

〒
１
２
４
―
０
０
０
１

東
京
都
葛
飾
区
小
菅
４
―
８
―
２

ハ
イ
ネ
ス
ア
ヤ
セ
Ⅱ
２
Ｆ

☎
０
３
（
５
６
８
０
）
６
８
８
８
（
代
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
６
８
０
）
６
８
９
８

株
式
会
社　

東
京
在
宅
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役　

中
野
宏
次
郎

〒
１
６
０
―
０
０
２
２　

東
京
都
新
宿
区
新
宿

１
丁
目
５
番
４
号
Ｙ
Ｋ
Ｂ
マ
イ
ク
ガ
ー
デ
ン
２
０
１

☎
０
３
（
３
３
５
４
）
０
３
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
３
５
４
）
０
３
７
３

Ｉ
Ｍ
Ｓ
グ
ル
ー
プ　

医
療
法
人
財
団　

明
理
会

明
理
会
東
京
大
和
病
院

院
長　

明
樂　

重
夫

〒
１
７
３
―
０
０
０
１　

東
京
都
板
橋
区
本
町３６

―
３

☎
０
３
（
５
９
４
３
）
２
４
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
９
４
３
）
２
４
１
２

ジ
ー
プ
ラ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

長
谷
川
貴
一

〒
１
０
１
―
０
０
３
２

東
京
都
千
代
田
区
岩
本
町
１
―
３
―
３

☎
０
３
―
３
８
６
４
―
１
２
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
―
３
８
６
４
―
１
２
４
４

医
療
法
人
社
団
　
時
正
会

理
事
長　

横
川　

秀
男

エ
バ
ラ
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

道
端　

哲
郎

〒
１
４
２
―
０
０
６
２

東
京
都
品
川
区
小
山
５
―
９
―
１

☎
０
３
（
３
７
８
４
）
２
１
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
７
８
４
）
１
０
０
１

旗
の
台
小
池
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

古
田　

英
美
子

〒
１
４
２
―
０
０
６
４

東
京
都
品
川
区
旗
の
台
５
丁
目
８
番
２３
号　

フ
ァ

イ
ン
コ
ー
ト
旗
の
台
１
０
１
号
室

☎
０
３
（
５
４
９
８
）
１
６
８
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
４
９
８
）
１
６
８
２

自
由
が
丘
い
ず
み
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

新
藤　

優
紀

〒
１
５
２
―
０
０
３
５

東
京
都
目
黒
区
自
由
が
丘
２
丁
目
１０
番
２０
号

弥
生
ビ
ル
３
階

☎
０
３
（
５
７
３
１
）
５
７
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
７
３
１
）
５
７
７
３

ベ
ー
タ
食
品
株
式
会
社

〒
５
３
１
―
０
０
７
６　

大
阪
市
北
区
大
淀
中

１
―
１
６
―
１
０　

高
石
ビ
ル
５
階

☎
０
８
０
０
―
１
１
１
―
３
２
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
２
０
―
９
８
９
―
８
３
１

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）

通
院
移
送
セ
ン
タ
ー　

タ
ン
ポ
ポ

理
事
長　

小
野
崎　

勝

〒
１
７
６
―
０
０
１
２　

東
京
都
練
馬
区
豊
玉
北

４
丁
目
１２
番
１３
号
ノ
イ
メ
ゾ
ン
桜
台
１
階

☎
０
３
―
６
７
５
１
―
７
３
７
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
―
６
７
５
１
―
７
３
７
４

（
携
帯
）
０
８
０
―
３
２
０
４
―
０
２
２
６
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❶対象者
（ １）都内に住所を有し、人工透析療法を受けている慢性腎不全の方で、献腎移植
を希望するため、公益社団法人日本臓器移植ネットワークへの登録する方
（ ２）都内に住所を有し、慢性腎不全に係る治療を受けている方で、先行的献腎移
植（透析治療開始前の献腎移植）を希望するため、公益社団法人日本臓器移植ネッ
トワークへ登録する方
（公益社団法人日本臓器移植ネットワークへの登録に必要な腎臓移植組織適合性検
査費が一部助成されます）
❷助成額
腎臓移植組織適合性検査費（ＨＬＡ検査費）の一部（令和 ５年度については１０，０００
円とします。）
❸書類提出及び問合せ先
東京都　保健医療局　保健政策部　疾病対策課　献血移植対策担当
所在地　〒１６３―８００１　東京都新宿区西新宿二丁目 ８番 １号
電話番号　０３―５３２０―４５０６（ 直通 ）

東京都腎臓移植組織適合性検査費（HLA検査費）助成事業のご案内

暑中御見舞申し上げます
ＮＰＯ東腎協賛助会員

あ
か
つ
き
印
刷
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

大
久
保　

豊

〒
１
５
１
―
０
０
５
１　

東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷

４
の
２５
の
２　

Ａ
Ｐ
ビ
ル

☎
０
３
（
３
４
９
７
）
０
５
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
４
９
７
）
０
０
４
３

丸
大
食
品
株
式
会
社

　

中
央
営
業
所
（
特
販
）

〒
１
３
５
―
０
０
５
１　

東
京
都
江
東
区
枝
川

２
―
２３
―
２

☎
０
３
―
３
６
４
７
―
３
２
７
０

東
京
障
害
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

所
長　

杉
野　

賢
一

〒
１
２
０
―
０
０
３
４　

東
京
都
足
立
区
千
住

１
―
４
―
１　

東
京
芸
術
セ
ン
タ
ー
１３
階
５
号

☎
０
３
―
３
８
８
８
―
６
６
１
４

勇
心
酒
造
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

徳
山　

孝

〒
７
６
１
―
２
３
０
７

香
川
県
綾
歌
郡
綾
川
町
小
野
２
０
８
８
―
１

☎
０
８
７
―
８
７
６
―
４
４
４
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
７
―
８
７
６
―
４
１
８
８

エ
ル
ピ
ス
株
式
会
社

常
務
取
締
役　

堀
江　

好
美

〒
５
３
２
―
０
０
１
１

大
阪
市
淀
川
区
西
中
島
４
丁
目
６
―
２９

第
３
ユ
ヤ
マ
ビ
ル
２
０
１

☎
０
６
―
６
１
０
０
―
５
０
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
６
―
６
１
０
０
―
５
０
２
０

扶
桑
薬
品
工
業
株
式
会
社

　

東
京
第
一
支
店

執
行
役
員
支
店
長　

田
島　
　

潔

〒
１
０
３
―
０
０
２
３

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
町
２
丁
目
４
番
５
号

☎
０
３
（
５
２
０
３
）
７
１
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
２
０
３
）
７
０
８
８

ａ
ｄ　

ｓ
ｑ
ｕ
ａ
ｒ
ｅ

グ
リ
ー
ン
ル
ー
プ
合
同
会
社

〒
１
０
７
―
０
０
５
２

　

東
京
都
港
区
赤
坂
２
丁
目
１２
番
地
１３
号

ぬ
の
う
ら
ビ
ル
５
Ｆ

☎
０
３
（
６
２
７
７
）
６
５
８
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
５
０
５
）
８
５
０
８

株
式
会
社　

教
宣
文
化
社

代
表
取
締
役　

成
瀬　

大
輔

〒
３
５
９
―
０
０
１
２埼

玉
県
所
沢
市
坂
之
下
７
９
４

☎
０
４
（
２
９
４
４
）
４
３
２
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
（
２
９
４
６
）
０
１
１
８

東京都と協定を締
結しているＨＬＡ
検査センター

国家公務員共済組合連合会　虎の門病院 TEL０３―３５８８―１１１１

東京医科大学　八王子医療センター TEL０４２―６６５―５６１１

東京女子医科大学病院 TEL０３―３３５３―８１１１

その他のＨＬＡ検
査センター（都内
及び近隣 ６県）

昭和大学病院（東京都） TEL０３―３７８４―８０００

東邦大学医療センター大森病院（東京都） TEL０３―３７６２―４１５１

埼玉医科大学総合医療センター（埼玉県） TEL０４９―２２８―３４００

東海大学医学部付属病院（神奈川県） TEL０４６３―９３―１１２１

北里大学病院（神奈川県） TEL０４２―７７８―８１１１

ＳＵＢＡＲＵ健康保険組合太田記念病院（群馬県） TEL０２７６―５５―２２００

自治医科大学附属病院（栃木県） TEL０２８５―４４―２１１１

獨協医科大学病院（栃木県） TEL０２８２―８６―１１１１

国立大学法人筑波大学附属病院（茨城県） TEL０２９―８５３―７６６８
医療法人立川メディカルセンター立川綜
合病院（新潟県） TEL０２５８―３３―３１１１

　１９７２年（昭和４７年）１１月１９日、
東京都腎臓病協議会（現、特定非
営利活動法人東京腎臓病協議会）
を結成しました。結成から４４年を
経過し、透析医療も格段に進歩し、
４０年を迎えている透析患者さんも
いらっしゃいます。
　その一方で社会保障制度、医療
費制度の削減が社会問題となって
おり、莫大な費用を要する透析医
療も安心してはいられない状況で
す。これからも医療機関、各企業、
患者団体と結束して活動すること
が大変重要と考えます。
　私どもの「命と暮らし」を守る
活動に賛同いただければ是非、賛
助会員として団体の活動を支えて
いただきたく心よりお願い致しま
す。

記
賛助会員会費：個人年額５,０００円、
団体年額　 １口１０,０００円／ １ 口以
上
※年 １回名刺広告を機関誌「とう
じんきょう」夏号に掲載させてい
ただきます。

特定非営利活動法人
東京腎臓病協議会
賛助会員入会のお願い
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ご
寄
付
御
礼

扶
桑
薬
品
工
業（
株
）東
京
第
一
支
店
様

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

青
い
鳥
ハ
ガ
キ
ご
寄
付
御
礼

《
患
者
会
》

日
野
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、
深
川
橋
ク

リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、
腎
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
世
田
谷
患
者
友
の
会
、
新
小
岩
ク
リ

ニ
ッ
ク
友
の
会
船
堀
、
東
葛
ク
リ
ニ
ッ

ク
小
岩
患
者
会
、
あ
か
ま
つ
透
析
ク
リ

ニ
ッ
ク
友
の
会
、
永
山
腎
友
会
、
平
山

腎
友
会
、
清
湘
会
記
念
病
院
腎
友
会
、

清
湘
会
東
砂
病
院
腎
友
会
、
桃
井
診
療

所
腎
友
会
、
高
松
医
院
患
者
会
、
新
江

東
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、
西
ク
リ
ニ

ッ
ク
ひ
ま
わ
り
の
会
、
勝
和
な
ご
み
会
、

長
久
保
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
会
、
き
よ
せ
旭
が

丘
記
念
病
院
腎
友
会

《
個
人
会
員
》

伊
藤
勝
之
、
原
島
惇
、
佐
藤
陽
子
、
桝

永
照
也
、
飯
田
敏
夫
、
湯
田
悦
子
、
竹

内
則
雄
、
堀
口
一
雄
、
岸
本
敦
、
堀
川

春
海
、
青
木
厚
子
、
石
山
久
美
子
、
龍

野
裕
通
、
岩
田
陽
子
、
佐
々
木
清
隆
、

野
田
雅
史
、
南
波
成
子
（
敬
称
略
）

切
手
ご
寄
付
御
礼

勝
和
な
ご
み
会

た
く
さ
ん
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

編
集
後
記

○
６
月
２４
～
２５
日
の
全
腎
協
第
１０
回
定

時
社
員
総
会
、
臨
時
理
事
会
で
戸
倉
会

長
が
全
腎
協
常
務
理
事
、
私
が
同
事
務

局
長
に
選
出
さ
れ
た
。

今
ま
で
に
も
増
し
て
の
ハ
ー
ド
な
任

務
で
、
愛
車
の
「
電
動
車
い
す
」
で
週

２
～
３
回
は
東
腎
協
（
大
塚
）、
全
腎

協
（
千
石
）
へ
出
勤
し
て
い
る
。
７３
歳

の
老
体
な
が
ら
ボ
ケ
る
暇
も
な
い
こ
と

は
、
考
え
よ
う
で
は
長
生
き
の
試
練
と

前
向
き
に
考
え
よ
う
。

新
年
度
に
入
っ
て
、
老
舗
の
三
つ
の

患
者
会
（
５０
名
規
模
）
が
役
員
の
な
り

手
が
な
く
休
会
、
解
散
に
追
い
込
ま
れ

て
い
る
。
同
時
に
個
人
会
員
へ
の
移
行

を
お
願
い
し
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
順

調
に
行
っ
て
い
な
い
。
全
国
的
に
も
同

様
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
５０
周
年
を

折
り
返
し
た
と
は
い
え
、
患
者
会
運
動

は
重
要
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
。
今
後

は
患
者
だ
け
の
運
動
か
ら
施
設
、
医
療

従
事
者
、
ご
家
族
の
協
力
支
援
を
受
け

る
な
ど
し
て
新
し
い
患
者
会
運
動
の
在

り
方
を
進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
２

類
か
ら
５
類
に
な
っ
た
も
の
の
、
何
処

も
彼
処
も
外
国
人
が
溢
れ
、
電
車
の
中

で
も
マ
ス
ク
着
用
は
５０
％
近
く
な
っ
て

い
る
。
沖
縄
で
は
第
９
波
の
勢
い
と
の

情
報
も
あ
る
。
制
限
の
な
い
祭
り
や
行

事
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
も
活
発
に
行
わ

れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
も
、
今
年
度
の
東
腎

協
活
動
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
を
中
心
に
４
年

ぶ
り
の
対
面
式
の
会
議
や
交
流
会
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
私
た
ち
は
慎
重
に
は

慎
重
を
重
ね
、
窓
の
喚
起
や
マ
ス
ク
必

携
で
企
画
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

�

（
板
橋
）

〈
事
務
局
雑
感
〉

○
復
帰
第
２
弾
を
報
告
し
ま
す
。

昨
年
６
月
に
脳
出
血
で
倒
れ
て
か
ら

１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
右
半
身
麻
痺
の

状
態
は
未
だ
あ
り
ま
す
が
、
だ
い
ぶ
動

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
初
事
務

７ 月２３日（日）
第１８８回理事会
８月 ５日（土）
東腎協三役会
８月 ６日（日）
全腎協研修会（仮）
８月１１日（金）～ ８月１５日（火）
東腎協事務局夏季休暇
８月２７日（日）
全腎協事務局長会議（ＷＥＢ）
９月 ２日（土）～ ３日（日）
全腎協理事会
９月１０日（日）
東腎協三役会
９月１０日（日）
全腎協研修会（仮）
９月１７日（日）
２３区ブロック勉強会
９月２４日（日）
第１８９回理事会
１０月 １ 日（日）
第４１回臓器移植普及推進キャンペー
ン（井の頭恩賜公園）
１０月 ８ 日（日）
多摩ブロック交流会
１０月２２日（日）
第１９０回理事会
１０月２９日（日）
東腎協大会（仮）
１０月２９日（日）
第１２回東京歩こう会（仮）

今後の活動予定

事
務
局
か
ら
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局
復
帰
（
３
月
で
し
た
か
ら
）
は
週
２

回
で
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
時
期
が
悪

か
っ
た
の
か
（
笑
）
週
３
回
で
通
う
様

に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
必
須
で
し
た

が
、
駅
の
乗
り
場
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の

で
足
の
不
自
由
な
人
間
に
と
っ
て
は
不

便
。
何
と
か
し
た
い
と
い
う
思
い
で
次

第
に
階
段
に
挑
戦
し
、
お
か
げ
で
自
然

と
リ
ハ
ビ
リ
に
な
り
ま
し
た
。

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
を
週
１
回
、
水
曜
日

の
午
後
４
時
４５
分
か
ら
１
時
間
程
受
け

て
い
る
の
で
す
が
、
来
て
い
た
だ
い
て

い
る
理
学
療
法
士
さ
ん
が
予
想
以
上
の

速
さ
で
出
来
る
事
が
増
え
て
い
る
と
驚

か
れ
て
い
る
。
う
れ
し
い
言
葉
で
す
。

装
具
を
つ
け
て
い
た
の
が
取
れ
て
今
は

下
駄
箱
の
奥
に
眠
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

杖
は
持
っ
て
い
る
だ
け
！
水
戸
黄
門
の

印
籠
の
よ
う
に
。

今
挑
戦
し
て
い
る
の
が
階
段
を
手
放

し
で
昇
り
降
り
す
る
事
。
５
～
６
段
で

し
た
ら
手
放
し
で
大
丈
夫
に
な
り
、
そ

れ
以
上
の
段
数
は
手
す
り
の
上
、
２
セ

ン
チ
位
の
と
こ
ろ
を
い
つ
で
も
掴
め
る

よ
う
に
し
て
人
通
り
の
少
な
い
と
こ
ろ

で
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
手
の
方
も
文
字

を
書
く
の
が
遅
く
チ
ョ
ッ
ト
不
自
由
で

す
が
箸
の
使
い
方
が
上
達
し
て
い
る
と
。

こ
の
１
年
、
リ
ハ
ビ
リ
に
よ
っ
て
沢

山
出
来
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
よ
っ

て
、
リ
ハ
ビ
リ
は
楽
し
い
し
、
有
り
が

た
い
。

更
に
動
き
も
良
く
な
る
と
思
い
何
に
で

も
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。
私
自
身
、
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。　

�

（
三
好
）

○
約
一
年
前
に
登
っ
た
高
尾
山
に
再
び
。

天
気
も
快
晴
、
山
登
り
日
和
だ
。
前
回

は
１
号
路
を
選
択
し
た
が
、
今
回
は
自

然
豊
か
な
６
号
路
を
選
択
。
前
日
に
雨

が
降
っ
た
た
め
、
地
面
は
水
た
ま
り
も

あ
り
少
し
歩
い
た
だ
け
で
靴
に
泥
が
付

い
た
。

ぬ
か
る
み
で
滑
ら
な
い
よ
う
注
意
し

な
が
ら
一
歩
一
歩
踏
み
し
め
な
が
ら
歩

く
。
６
号
路
は
途
中
び
わ
滝
の
あ
る
全

長
３
・
３
キ
ロ
の
コ
ー
ス
。
９
時
頃
登

り
始
め
た
。
下
山
す
る
人
と
は
、
そ
う

そ
う
す
れ
違
わ
な
か
っ
た
が
一
人
、
裸

足
で
下
山
す
る
男
性
と
す
れ
違
っ
た
。

挨
拶
を
交
わ
し
、
二
度
見
し
た
が
や
は

り
裸
足
だ
。
中
腹
に
差
し
掛
か
る
と
小

川
の
よ
う
な
道
に
な
っ
た
。
前
日
の
雨

の
影
響
な
の
か
、
普
段
の
６
号
路
の
道

な
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
白
い
靴
は

茶
色
く
貫
禄
の
あ
る
も
の
に
変
貌
し
た
。

沢
蟹
や
山
椒
魚
等
の
生
き
物
が
い
な

い
か
注
意
深
く
足
元
を
見
な
が
ら
登
る
。

し
ば
ら
く
登
る
と
今
度
は
木
で
で
き
た

階
段
が
続
く
道
に
な
っ
た
。
一
段
一
段

が
縦
の
幅
が
あ
り
登
り
づ
ら
か
っ
た
。

山
頂
に
着
い
た
の
は
１０
時
３０
分
頃
だ
っ

た
が
、
自
然
豊
か
な
コ
ー
ス
の
影
響
な

の
か
時
間
を
忘
れ
て
楽
し
く
登
山
が
で

き
た
。

前
回
は
山
頂
か
ら
富
士
山
は
見
え
な

か
っ
た
が
今
回
は
雲
一
つ
な
く
富
士
山

が
よ
く
見
え
た
。
下
山
中
に
油
断
し
て

足
を
滑
ら
し
て
尻
餅
を
つ
き
そ
う
に
な

っ
た
が
愛
嬌
だ
。
売
店
で
饅
頭
と
ぬ
れ

煎
餅
を
お
土
産
に
購
入
し
帰
宅
し
た
。

�

（
松
山
）

「
歌
舞
伎
町
タ
ワ
ー
」�

�

桝
永
照
也

「
東
急
歌
舞
伎
タ
ワ
ー
」
は
、

２
０
２
３
年
４
月
１４
日
開
業
。
地

上
４８
階
、
地
下
５
階
、
高
さ
２
２

５
メ
ー
ト
ル
で
、
ホ
テ
ル
×
エ
ン

タ
メ
（
映
画
館
、
劇
場
、
ラ
イ
ブ

ホ
ー
ル
な
ど
）
の
超
高
層
複
合
施

設
で
す
。
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
好
き

を
極
め
る
」。
私
は
先
輩
と
今
話

題
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
ト
イ
レ
を

見
に
い
っ
て
き
ま
し
た
。

表
紙
の
言
葉

全腎協事務局パートタイム
・アルバイト募集

業務内容：会計業務
勤務場所：東京都文京区本駒込（都営三田線千石駅前）
勤務時間：週 ２～ ３日　時間は要相談
募集条件：会計ソフト使用経験者
　　　　　経理業務の実務経験者
時給：１，３００円（交通費実費負担）
応募方法：履歴書を添付の上、メールでご応募下さい。
宛先：info@zjk.or.jp
応募締切：２０２３年 ９ 月１５日（金）






